様式第1号（第13条関係）
国立大学法人茨城大学標準文書保存期間基準
	大分類
	中分類
	標準法人文書ファイル名（小分類）
	具体例
	保存期間
	現有年度及び翌年度までの保存場所
	翌々年度以降の保存場所
	文書管理者

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	


	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	


（注1）　分類の基準は、「大分類」、「中分類」及び「標準法人文書ファイル（小分類）」の3段階とする。
（注2）　「大分類」は、関連する中分類をまとめ、そのまとまりの内容を示したものとする。
（注3）　「中分類」は、関連する標準法人文書ファイル（小分類）をまとめ、そのまとまりの内容を示したものとする。
（注4）　「標準法人文書ファイル（小分類）」とは、法人文書ファイルを類型化したものをいい、例えば、「○○年度役員会ファイル」という法人文書ファイルの場合、「役員会ファイル」が標準法人文書ファイルとなる。
（注5）　「具体例」は、当該標準法人文書ファイル（小分類）にファイリングされる具体的な文書の例を示したものとする。
（注6）　「保存期間」は、別表第1「法人文書の保存期間基準」に基づき、定めるものとする。
